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【
以
善
会
レ
ポ
ー
ト
】
特
別
編
③ 

翻
刻
『
松
ヶ
丘
山
崎
家
略
譜
稿
本
』 

＝
先
祖
お
よ
び
分
家
（
二
）
＝ 

当
山
崎
家
は
元
来
以
善
堂
と
称
し
、
家
蔵
の
書
籍
記
録
等
に
其
の
印
章
を
押
捺
し
居
れ
り
。 

然
る
に
松
崎
慊
堂
氏
当
家
に
出
入
す
る
に
及
ひ
て
、
現
在
の
地
に
松
ヶ
丘
の
名
称
を
附
し
、 

爾
来
郷
民
松
ヶ
丘
と
呼
ふ
と
云
ふ
。 

 

鷹
云 

慊
堂
先
生
は
元
と
肥
後
国
上
益
城
郡
木
倉
村
の
人
。
父
を
恵
方
瓶
山
と
云
ひ
、
母
は
米
元
源
蔵
の

女
な
り
。
明
和
八
年
九
月
廿
七
日
を
以
て
生
る
。
享
和
二
年
二
月
十
五
日
三
十
二
歳
に
し
て
掛
川
侯
の
聘

に
応
し
、
藩
学
の
教
授
に
任
し
、
文
化
八
年
四
十
一
歳
の
時
朝
鮮
修
信
使
対
馬
に
来
り
し
時
、
林
氏
に
従

て
之
か
接
伴
に
当
る
。
肥
後
侯
松
崎
氏
の
才
学
に
感
し
、
自
国
民
た
る
の
故
を
以
て
、
掛
川
侯
に
請
ふ
て

之
を
復
せ
ん
と
せ
し
か
、
氏
之
を
固
辞
し
て
応
せ
ず
。
文
化
十
二
年
（
四
十
五
歳
）
十
二
月
遂
に
骸
骨
を

請
ふ
て
羽
澤
の
隠
居
に
閑
居
す
。
天
保
十
三
年
三
月
（
七
十
二
歳
）
幕
府
召
見
の
命
あ
り
、
四
月
朔
日
入

り
て
将
軍
に
謁
見
す
（
太
田
家
譜
に
記
事
あ
り
）
。
弘
化
元
年
四
月
廿
一
日
羽
澤
の
石
徑
山
房
に
歿
す
。

寿
七
十
有
四
。
門
人
相
議
て
目
黒
村
の
長
泉
院
に
葬
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
﨑
家
分
布
繁
殖
一
覧
表 

 

彦

左

衛

門

弥

左

衛

門

掛

川

才

兵

衛

喜

左

衛

門

才

右

衛

門

源

助

覚

次

郎

宮

村

伊

右

衛

門

日

坂

新

　

一

清

兵

衛

弥

平

庄

次

郎

新

蔵

伊

達

方

浅

　

吉

伊

達

方

太

五

右

衛

門

太

郎

兵

衛

勝

五

郎

六

右

衛

門

清

五

郎

源

右

衛

門

佐

次

右

衛

門

伊

達

方

安

三

郎

伊

達

方

又

　

助

塩

井

磧

太

江

茂
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（
※
系
図
の
人
名
に
は
そ
れ
ぞ
れ
山
﨑
姓
が
付
さ
れ
て
い
る
が
省
略
し
た
。
人
名
の
右
上
に

袴
田
印
が
押
さ
れ
て
い
る
個
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
省
略
し
た
。
人
名
に
付
さ
れ
た
傍
線
は

意
味
が
不
明
だ
が
、
原
著
の
通
り
に
付
し
た
。
） 

  
 
 

第
二 

山
﨑
家
の
家
紋 

 

当
山
﨑
家
の
家
紋
は
バ
ラ
藤
と
称
し
、
形
状
は
下
り
藤
に
似
て
片
方
の
花
房
に
九
輪
宛
の

花
を
附
す
（
大
百
科
事
典(

二
十
五)

紋
章
の
部
附
図
の
発
羅
藤
に
二
種
の
紋
様
あ
り
）
。
然

る
に
総
本
家
彦
左
衛
門
仏
壇
の
位
牌
に
は
下
り
藤
の
内
藤
藤
を
附
し
あ
り
。
是
は
塗
師
屋
の

誤
記
か
又
は
当
家
の
認
識
不
足
に
因
る
歟
。 

（
※
以
下
、 

掛
川
町
周
辺
の
山
﨑
家
の
家
紋
な
ど
を
記
し
た
個
所
を
略
す
。
） 

  

第
三 

山
﨑
家
略
系 

山
﨑
家
の
略
系
に
付
て
は
、
慶
雲
寺
及
源
心
庵
過
去
帳
幷
当
家
の
墓
標
と
掛
川
町
役
場
の

戸
籍
除
籍
等
を
総
合
調
査
し
て
編
綴
し
た
る
も
、
唯
一
の
根
拠
た
る
菩
提
寺
過
去
帳
が
案
外

彦

作

源

七

長

兵

衛

仁

兵

衛

冨

左

衛

門

定

右

衛

門

次

郎

八

隠

居

彦

左

衛

門
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粗
漏
に
し
て
、
中
に
は
信
を
惜
く
に
足
ら
さ
る
記
載
あ
り
。
再
思
三
考
先
以
て
適
格
と
思
量

す
へ
き
部
分
を
採
録
し
て
、
以
て
本
系
を
な
す
。 

 

寺
院
過
去
帳
の
不
備
一
例
を
指
摘
す
れ
は
、
山
﨑
卯
平
家
の
仏
壇
に
安
置
の
位
牌
法
名
を
慶
雲
寺
の
過
去
帳

に
照
合
す
れ
は
、
源
左
衛
門
と
記
載
あ
り
。
山
﨑
佐
市
氏
の
談
に
よ
れ
は
、
家
名
弥
佐
衛
門
に
し
て
源
左
衛

門
な
る
者
無
し
と
。
是
を
以
て
之
を
思
へ
は
過
去
帳
の
書
体
極
め
て
拙
劣
に
し
て
、
弥
を
源
と
誤
読
し
た
る

に
因
る
な
ら
ん
歟
。
此
の
類
尚
多
し
。 

 
 

 

松
ヶ
丘
山
崎
家
々
系 

 

                

妻

後

妻

58

男

釣

無

乗

竿

大

姉

明

和

六

年

七

月

廿

日

歿

立

戒

定

地

居

士

妻

小

澤

氏

本

郷

小

澤

家

女

宝

暦

三

年

八

月

廿

九

日

歿

初

代

才

兵

衛元

文

ノ

初

牛

頭

ヨ

リ

掛

川

ニ

来

住

宝

暦

五

年

五

月

七

日

歿

無

得

円

心

居

士

二

世

萬

右

衛

門

宝

暦

元

年

五

月

六

日

歿

古

水

妙

机

大

姉

安

永

元

年

九

月

朔

日

歿

唯

心

霊

妙

大

姉

明

和

二

年

十

月

十

七

日

歿

安

室

院

禅

上

座
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67 49

70

56

寛

政

十

年

七

月

九

日

歿

佛

参

自

性

居

士

三

世

萬

右

衛

門

妻

す

み

宝

暦

六

年

生

文

政

五

年

三

月

八

日

歿

佛

光

映

性

大

姉

温

林

良

恭

居

士

（

※

朱

書

で

）

文

政

六

年

正

月

松

崎

慊

堂

門

人

且

友

人

号

晨

園

文

政

十

二

年

九

月

廿

三

日

歿

四

世

万

右

衛

門

安

永

三

年

生

　

才

兵

衛

名

旭

　

晩

年

儀

一

隠

居

シ

テ

儀

一

ト

称

ス

妻

せ

以十

王

町

へ

分

家

藤

枝

小

島

氏

女

安

政

二

年

九

月

十

六

日

歿

女

文

化

八

年

六

月

八

日

歿

浄

光

庵

清

理

幸

妙

円

大

姉

女

恭

外

良

温

大

姉

ニ

入

山

文

化

十

年

五

月

長

泉

寺

ニ

隠

居

文

政

四

年

十

一

月

廿

五

日

寂

僧

達

道

綱

禅

宝

暦

二

年

生

正

法

寺

ニ

テ

得

度

切

山

陽

向

院

住

職

ト

ナ

リ

文

化

四

年

四

月

正

法

寺
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25

56

79

長

男

五

世

万

右

衛

門

文

化

五

年

生

　

幼

名

儀

一

　

通

称

祝

蔵

天

保

三

年

十

月

八

日

歿

号

居

敬

　

　

　

　

　

　

　

　

後

才

兵

衛

本

應

良

空

居

士

明

治

三

十

八

年

十

一

月

十

七

日

歿

普

室

貞

照

大

姉

文

化

八

年

生

　

通

称

才

兵

衛

　

号

知

盈

安

政

五

年

十

二

月

隠

居

慶

応

三

年

十

一

月

一

日

歿

普

明

常

照

居

士

二

男

六

世

万

右

衛

門

妻

せ

い

平

川

黒

田

氏

女

文

政

九

年

正

月

十

八

日

生

嘉

永

九

年

十

一

月

黒

田

太

郎

左

衛

門

長

女

天

保

五

年

四

月

十

五

日

山

田

側

へ

分

家

三

男

某

文

化

十

一

年

生

？

文

化

十

四

年

六

月

廿

六

日

歿

寶

安

光

珍

童

子

四

男

才

右

衛

門

幼

名

才

助

文

化

十

四

年

九

月

一

日

生



6 

 

 

 

           

49 61

嘉

永

五

年

四

月

生

慶

応

二

年

二

月

松

本

市

右

衛

門

ニ

嫁

ス

嘉

永

三

年

十

一

月

生

長

男

覺

次

郎

明

治

元

年

六

月

十

五

日

生

山

田

孫

次

郎

三

女

入

籍

二

女

み

つ 香

株

禅

童

子

嘉

永

六

年

三

月

廿

九

日

歿

明

治

二

年

四

月

廿

二

日

鳥

井

半

次

郎

ニ

嫁

ス

幼

名

き

み

嘉

永

六

年

十

二

月

八

日

生

二

男

万

次

郎

長

女

た

め 昭

孝

宗

壽

大

姉

明

治

四

十

二

年

二

月

廿

四

日

歿

天

保

十

一

年

十

一

月

十

五

日

生

長

男

七

世

万

右

衛

門

昭

節

宗

典

居

士

明

治

三

十

三

年

十

月

四

日

歿

明

治

三

年

四

月

十

八

日

退

隠

安

政

五

年

十

二

月

廿

六

日

相

続

名

徳

次

郎

　

号

子

常

慶

応

二

年

四

月

中

泉

村

嘉

永

四

年

十

月

九

日

生

妻

こ

う
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63

42

履

道

有

明

大

姉

昭

和

二

年

四

月

十

一

日

歿

天

野

倭

三

郎

二

女

入

籍

明

治

十

四

年

八

月

瀬

尻

村

慶

応

元

年

六

月

二

日

生

万

延

元

年

正

月

元

日

十

王

分

家

山

﨑

明

治

三

年

六

月

廿

日

西

町

分

家

山

﨑

安

政

四

年

六

月

廿

四

日

歿

妙

達

禅

童

女

安

政

五

年

正

月

元

日

生

明

治

八

年

六

月

見

付

宿

古

澤

五

郎

明

治

三

年

四

月

十

八

日

相

続

安

政

二

年

三

月

十

七

日

生

妙

観

貞

法

大

姉

三

男

八

世

千

三

郎

三

女

某四

男

百

四

郎

五

男

粛

五

郎

四

女

以

登

五

女

て

い

妻

し

ん

文

久

二

年

十

一

月

七

日

生

明

治

四

十

年

八

月

十

三

日

歿

才

右

衛

門

養

子

ト

ナ

ル

万

延

元

年

生

長

男

七

郎

ニ

嫁

ス

源

助

養

子

ト

ナ

ル

安

政

六

年

八

月

十

五

日

生

明

治

二

十

九

年

七

月

四

日

歿

謙

山

有

光

居

士
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32

26 31

15

妻

三

男

寅

次

郞

明

治

廿

三

年

十

一

月

十

一

日

生

大

正

六

年

一

月

八

日

歿

雪

巌

浄

光

居

士

二

女

よ

う

明

治

廿

二

年

五

月

廿

四

日

生

明

治

四

十

二

年

南

葛

飾

郡

寺

島

村

明

治

三

十

年

四

月

六

日

関

五

郎

ト

改

名

三

女

た

め

明

治

二

十

七

年

三

月

三

日

生

明

治

四

十

一

年

八

月

十

九

日

歿

芳

蓮

清

香

大

姉

長

男

九

世

淳

一

郎

明

治

十

六

年

九

月

十

六

日

生

明

治

廿

九

年

七

月

四

日

相

続

明

治

十

八

年

四

月

廿

七

日

歿

智

玉

禅

孩

女

長

男

十

世

健

太

郎

大

正

二

年

十

月

廿

五

日

生

五

男

源

助

明

治

廿

八

年

十

月

七

日

生

大

正

十

五

年

　

月

　

日

順

一

郎

ト

再

改

名

昭

和

三

十

三

年

八

月

廿

日

歿

妻せ

き

明

治

三

十

三

年

三

月

十

九

日

生

大

正

十

年

六

月

三

十

日

森

町

松

井

善

平

長

女

入

籍

二

男

才

助

明

治

十

九

年

九

月

廿

五

日

生

大

正

九

年

十

月

十

八

日

男

爵

赤

松

則

良

九

女

入

籍

長

女

う

め

明

治

十

八

年

二

月

廿

五

日

生

大

正

二

年

十

二

月

廿

日

歿

英

岳

淳

恭

居

士

妻

浪

江

子

明

治

廿

七

年

一

月

一

日

生

四

男

荘

四

郎

明

治

廿

六

年

二

月

廿

八

日

生

大

正

七

年

九

月

廿

四

日

歿

秀

峰

荘

雲

居

士

士

族

永

井

壮

吉

弟

啓

ニ

嫁

ス
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32

26 31

15

妻 長

男

十

世

健

太

郎

大

正

二

年

十

月

廿

五

日

生

五

男

源

助

明

治

廿

八

年

十

月

七

日

生

大

正

十

五

年

　

月

　

日

順

一

郎

ト

再

改

名

昭

和

三

十

三

年

八

月

廿

日

歿

妻せ

き

明

治

三

十

三

年

三

月

十

九

日

生

大

正

十

年

六

月

三

十

日

森

町

松

井

善

平

長

女

入

籍

長

男

九

世

淳

一

郎

明

治

十

六

年

九

月

十

六

日

生

明

治

廿

九

年

七

月

四

日

相

続

明

治

十

八

年

四

月

廿

七

日

歿

智

玉

禅

孩

女

二

男

才

助

明

治

十

九

年

九

月

廿

五

日

生

大

正

九

年

十

月

十

八

日

男

爵

赤

松

則

良

九

女

入

籍

長

女

う

め

明

治

十

八

年

二

月

廿

五

日

生

大

正

二

年

十

二

月

廿

日

歿

英

岳

淳

恭

居

士

妻

浪

江

子

明

治

廿

七

年

一

月

一

日

生

四

男

荘

四

郎

明

治

廿

六

年

二

月

廿

八

日

生

大

正

七

年

九

月

廿

四

日

歿

秀

峰

荘

雲

居

士

士

族

永

井

壮

吉

弟

啓

ニ

嫁

ス

三

男

寅

次

郞

明

治

廿

三

年

十

一

月

十

一

日

生

大

正

六

年

一

月

八

日

歿

雪

巌

浄

光

居

士

二

女

よ

う

明

治

廿

二

年

五

月

廿

四

日

生

明

治

四

十

二

年

南

葛

飾

郡

寺

島

村

明

治

三

十

年

四

月

六

日

関

五

郎

ト

改

名

三

女

た

め

明

治

二

十

七

年

三

月

三

日

生

明

治

四

十

一

年

八

月

十

九

日

歿

芳

蓮

清

香

大

姉
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山
﨑
家
一
門
中
主
な
る
支
流
を
左
に
添
付
し
後
考
に
資
せ
む
。 

 
 

一 
山
﨑
覚
次
郎
家 

 

第
七
世
万
右
衛
門
君
（
通
称
徳
次
郎
、
明
治
三
年
四
月
十
八
日
退
隠
）
の
長
男
覚
次
郎
君
は
、

明
治
元
年
六
月
十
五
日
南
西
郷
村
字
廿
六
ノ
坪
松
ヶ
丘
の
邸
に
生
れ
幼
に
し
て
頴
悟
、
明
治

十
一
年
五
月
倉
真
村
岡
田
良
一
郎
氏
経
営
の
私
塾
冀
北
学
舎
に
入
り
、
明
治
十
五
年
一
月
上

京
し
て
坪
内
逍
遙
博
士
の
家
塾
に
入
り
、
明
治
二
十
二
年
七
月
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
学

科
を
卒
業
せ
し
事
は
前
既
に
記
述
せ
し
か
、
重
ね
て
之
を
録
せ
ん
に
、
明
治
二
十
四
年
二
月
独

逸
へ
留
学
、
居
る
事
五
年
弱
、
明
治
廿
八
年
十
一
月
帰
朝
す
。
明
治
三
十
年
四
月
掛
川
町
南
西

郷
八
十
七
番
地
に
分
家
し
、
明
治
三
十
五
年
七
月
帝
大
法
科
大
学
助
教
授
と
な
り
、
明
治
三
十

八
年
五
月
法
学
博
士
の
学
位
を
授
け
ら
れ
、
翌
三
十
九
年
五
月
東
大
法
科
大
学
教
授
に
任
せ

ら
れ
、
大
正
九
年
六
月
高
等
官
一
等
に
進
み
、
大
正
十
三
年
六
月
勲
二
等
に
陞
叙
。
数
多
の
官

公
職
を
経
て
、
昭
和
四
年
四
月
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
同
年
七
月
東
大
名
誉
教
授
の
名
称
を
授

け
ら
る
。
其
の
間
東
宮
職
御
用
掛
、
宮
内
省
御
用
掛
等
の
重
職
に
任
し
、
復
た
海
軍
経
理
学
校
、

中
央
大
学
経
済
学
部
長
、
同
校
商
学
部
長
等
に
歴
任
し
幾
多
の
功
績
数
多
の
恩
賞
を
受
く
。
資

性
謹
厳
温
良
に
し
て
篤
行
厚
し
。
大
正
二
年
一
月
居
を
小
石
川
区
原
町
に
移
し
今
日
に
及
ふ
。

左
に
略
歴
を
掲
け
て
其
の
大
要
を
窺
ふ
に
便
な
ら
し
む
。 

 
 

山
﨑
覚
次
郎
君
略
歴 

 

君
は
明
治
元
年
六
月
十
五
日
第
七
世
万
右
衛
門
君
長
男
ト
シ
テ
南
西
郷
松
ヶ
丘
ノ
邸
ニ
生

ル 明
治
十
一
年
五
月
倉
真
村
岡
田
良
一
郎
氏
ノ
経
営
セ
ル
冀
北
学
舎
ニ
入
塾
シ
、
同
十
四
年
十

二
月
迠
在
塾
（
冀
北
学
舎
ハ
末
項
記
載
ノ
通
リ
） 

明
治
十
五
年
一
月
上
京
シ
同
四
月
坪
内
逍
遙
先
生
ノ
下
宿(

神
田
区
猿
楽
町)

ニ
同
居
シ
明
治

十
八
年
八
月
迠
先
生
ノ
家
塾
ニ
勉
学
ス 

明
治
二
十
二
年
七
月
十
日
帝
国
大
学
法
科
大
学
政
治
科
ヲ
卒
業
ス 

明
治
二
十
四
年
二
月
十
四
日
独
逸
国
ヘ
留
学
シ
明
治
二
十
八
年
十
一
月
十
日
帰
朝
シ
直
ニ
敬

業
館
ニ
入
リ
始
メ
テ
父
母
ト
同
居
ス 

明
治
三
十
年
五
月
二
十
八
日
東
京
高
等
商
業
学
校
教
授
ニ
任
セ
ラ
ル 

明
治
三
十
二
年
七
月
廿
九
日
願
ニ
依
り
東
京
高
等
商
業
学
校
教
授
ヲ
免
セ
ラ
ル 

明
治
三
十
四
年
一
月
十
日
株
式
会
社
掛
川
銀
行
取
締
役
ニ
就
任 

明
治
三
十
五
年
六
月
廿
八
日
株
式
会
社
掛
川
銀
行
取
締
役
ヲ
辞
ス 

同
年
七
月
廿
二
日
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
助
教
授
ニ
任
セ
ラ
ル 

明
治
三
十
八
年
五
月
廿
二
日
法
学
博
士
ノ
学
位
ヲ
授
ケ
ラ
ル 

明
治
三
十
九
年
五
月
九
日
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
ニ
任
セ
ラ
ル 

明
治
四
十
一
年
二
月
十
四
日
学
習
院
講
師
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル 

明
治
四
十
三
年
九
月
七
日
海
軍
経
理
学
校
教
授
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル 

大
正
二
年
五
月
廿
九
日
帝
国
学
士
院
会
員
仰
付
ケ
ラ
ル 
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大
正
六
年
六
月
廿
六
日
勲
三
等
ニ
叙
シ
瑞
宝
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル 

大
正
九
年
五
月
十
一
日
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
長
ニ
補
セ
ラ
ル 

同
年
六
月
四
日
高
等
官
一
等
ニ
陞
叙
セ
ラ
ル 

大
正
十
二
年
五
月
十
日
願
ニ
依
リ
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
長
ヲ
免
セ
ラ
ル 

大
正
十
三
年
五
月
三
十
一
日
旭
日
中
綬
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル 

同
年
六
月
三
十
日
勲
二
等
ニ
叙
シ
瑞
宝
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル 

大
正
十
四
年
二
月
三
日
預
金
部
資
金
運
用
委
員
会
委
員
仰
付
ラ
ル 

大
正
十
五
年
二
月
十
六
日
東
宮
職
御
用
掛
仰
付
ラ
ル 

同
年
三
月
十
七
日
願
ニ
依
り
学
習
院
講
師
嘱
託
ヲ
解
カ
ル 

昭
和
元
年
十
二
月
廿
五
日
宮
内
省
御
用
掛
仰
付
ラ
ル 

昭
和
三
年
一
月
二
十
日
御
講
書
始
洋
書
御
進
講
仰
付
ラ
ル 

昭
和
四
年
三
月
三
十
日
願
ニ
依
リ
東
京
帝
国
大
学
教
授
ヲ
免
セ
ラ
ル 

同
年
四
月
十
五
日
正
三
位
ニ
叙
セ
ラ
ル 

同
年
七
月
七
日
東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
ノ
名
称
を
授
ケ
ラ
ル 

昭
和
五
年
十
一
月
八
日
願
ニ
依
リ
宮
内
省
御
用
掛
ヲ
免
セ
ラ
ル 

昭
和
六
年
六
月
一
日
中
央
大
学
経
済
学
部
長
兼
商
学
部
長
ト
ナ
ル 

昭
和
十
二
年
十
二
月
九
日
中
央
大
学
商
学
部
長
ヲ
辞
ス 

同
年
十
二
月
三
十
一
日
海
軍
経
理
学
校
教
授
嘱
託
ヲ
解
カ
ル 

昭
和
十
三
年
一
月
一
日
日
本
学
術
振
興
会
第
三
常
置
委
員
会
委
員
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル 

昭
和
十
四
年
二
月
二
十
一
日
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
再
建
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル 

同
年
二
月
二
十
八
日
中
央
大
学
理
事
ニ
就
任
ス 

同
年
九
月
一
日
日
本
銀
行
顧
問
ヲ
委
嘱
セ
ラ
ル 

昭
和
十
五
年
四
月
十
一
日
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
再
建
ニ
関
ス
ル
事
務
嘱
託
ヲ
解
カ
ル 

 
 

 

略
歴
追
加 

明
治
三
十
四
年
一
月
十
日 

 
 

株
式
会
社
掛
川
銀
行
取
締
役
就
任 

同
三
十
五
年
六
月
廿
八
日 

 

株
式
会
社
掛
川
銀
行
取
締
役
ヲ
辞
ス 

同
四
十
一
年
二
月
十
四
日 

 

学
習
院
講
師
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル 

大
正
六
年
六
月
二
十
六
日 

 

勲
三
等
ニ
叙
シ
瑞
宝
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル 

同
九
年
六
月
四
日 

 

 

高
等
官
一
等
ニ
陞
叙
セ
ラ
ル 

同
十
三
年
五
月
三
十
一
日 
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旭
日
中
綬
章
ヲ
授
ケ
ラ
ル 

同
年
六
月
三
十
日 

勲
二
等
ニ
叙
シ
瑞
宝
章
を
授
ケ
ラ
ル 

同
十
四
年
二
月
三
日 

 

預
金
部
資
金
運
用
委
員
会
委
員
被
仰
付 

同
十
五
年
三
月
十
七
日 

   

依
願
学
習
院
講
師
嘱
託
ヲ
解
カ
ル 

昭
和
三
年
一
月
二
十
日 

 

御
講
書
始
洋
書
御
進
講
被
仰
付 

 

同
年
四
月
十
五
日 

 

正
三
位
ニ
叙
セ
ラ
ル 

同
十
四
年
二
月
二
十
一
日 

 

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
再
建
ニ
関
ス
ル
事
務
ヲ
嘱
託
セ
ラ
ル 

同
十
五
年
四
月
十
一
日 

   

東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
再
建
ニ
関
ス
ル
事
務
嘱
託
ヲ
解
カ
ル 

（
※
以
上
の
「
略
歴
追
加
」
は
別
の
原
稿
用
紙
（
東
京
・
文
房
堂
製
）
に
鷹
邨
と
は
異
な
る
筆
跡
で
記

述
。
山
﨑
覚
次
郎
自
筆
カ
） 

 

略
歴
附
記 

  

明
治
十
一
年
（
十
一
歳
）
五
月
（
と
記
憶
す
）
倉
真
村
の
冀
北
学
舎
に
入
学
、
同
十
四
年
十

二
月
ま
で
在
学
。
冀
北
学
舎
は
岡
田
良
一
郎
先
生
経
営
の
私
塾
。
之
に
関
す
る
記
事
は
拙
著

「
貨
幣
瑣
話
」（
三
八
三
頁
乃
至
三
八
八
頁
）
に
在
り
。 

 

明
治
十
五
年
（
十
五
歳
）
一
月
上
京
。
四
月
（
と
記
憶
す
）
坪
内
逍
遙
先
生
の
下
宿
（
神
田

区
猿
楽
町
）
に
同
居
。
十
八
年
ま
で
先
生
の
家
塾
に
在
り
。
之
に
関
し
て
は
「
貨
幣
瑣
話
」（
三

八
九
頁
乃
至
三
九
五
頁
）
に
記
す
る
所
あ
り
。 

 

父
は
明
治
二
十
二
年
九
月
上
京
。
日
本
橋
区
濱
町
二
丁
目
に
寓
居
。
母
は
二
十
三
年
五
月
に

上
京
。
同
年
九
月
共
に
本
郷
区
千
駄
木
町
の
敬
業
館
（
戸
川
深
見
氏
と
共
同
管
理
の
家
塾
、
即

ち
、
親
戚
知
人
の
子
弟
を
預
り
て
監
督
指
導
す
）
の
二
階
に
移
り
、
三
十
三
年
十
月
ま
で
居
住
。

自
分
は
二
十
四
年
二
月
海
外
留
学
に
出
発
す
る
ま
で
多
く
は
下
宿
住
い
を
為
し
、
二
十
八
年

十
一
月
帰
朝
す
る
や
、
敬
業
館
に
入
り
、
始
め
て
父
母
と
同
居
。
三
十
三
年
小
石
川
区
指
ヶ
谷

町
に
一
家
を
新
築
せ
る
も
、
父
の
長
逝
に
因
り
、
十
月
末
に
転
居
。
母
は
四
十
二
年
二
月
病
歿

ま
で
此
家
に
在
り
。
大
正
二
年
一
月
同
区
原
町
に
転
移
し
て
今
日
に
至
る
。 

（
※
以
上
の
「
略
歴
附
記
」
も
文
房
堂
製
の
原
稿
用
紙
に
記
載
。
こ
れ
も
山
﨑
覚
次
郎
自
筆
カ
） 
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山
﨑
覚
次
郎
君
の
著
書
数
多
あ
り
左
に
之
を
掲
け
む
。 

 

経
済
原
論 

 
 
 
 

有
斐
閣
発
行 

 

貨
幣
読
本 

 
 
 
 

日
本
評
論
社 

 
 

紙
幣
概
論 

 
 
 
 

東
京
銀
行
集
会
所 

 

 
 

銀
行
論 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有
斐
閣 

  

貨
幣
銀
行
問
題
一
班 

 
同 

 
 

若
干
の
貨
幣
問
題 

 
同 

 

貨
幣
問
題
雑
観 

 
 

同 

 

貨
幣
瑣
話 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

 

大
工
業
論 

 
 
 
 

同 

 

昭
和
十
二
年
末
覚
次
郎
君
の
作
詩
左
の
如
し
。 

 
 

昭
和
丁
丑
歳
晩
有
感 

 

曽
無
一
事
以
身
当 

人
世
辛
酸
少
所
嘗 

 
 

 

 
 

近
来
漸
覚
加
老
懶 

不
知
余
命
幾
星
霜 

 
 
 
 

昭
和
十
三
年
二
月
七
十
一
翁
覐 

  

山
﨑
博
士
の
著
貨
幣
瑣
話
及
山
下
信
太
郎
氏
著
冀
北
学
舎
の
記
を
参
照
し
て
同
塾
の
概
要

を
記
さ
む
。 

 
 

岡
田
淡
山
先
生
は
明
治
維
新
後
に
於
け
る
先
覚
者
の
一
人
に
し
て
、
夙
に
教
育
経
済
等

に
着
眼
せ
ら
れ
、
自
ら
率
先
し
て
道
徳
と
経
済
と
を
兼
ね
た
る
二
宮
尊
徳
翁
の
教
義
を
郷

国
に
宣
伝
し
て
各
所
に
報
徳
社
を
設
立
し
、
又
邸
内
に
私
塾
冀
北
学
舎
を
開
き
多
数
の
子

弟
を
教
育
せ
り
。
該
冀
北
学
舎
の
開
校
は
明
治
十
年
七
月
に
て
、
初
め
て
教
師
と
し
て
大
江

孝
之
氏
を
聘
し
漢
学
英
語
を
教
へ
、
其
の
以
後
に
於
て
漢
学
の
教
師
と
し
て
太
田
有
終
、
堀

内
政
次
郎
両
氏
、
又
英
語
の
教
師
と
し
て
竹
内
成
章
、
岡
健
太
、
三
浦
渡
世
平
諸
氏
等
を
迎

へ
て
教
授
せ
し
か
、
恐
ら
く
は
之
れ
静
岡
県
下
に
於
け
る
英
語
教
育
の
嚆
矢
な
り
し
な
ら

む
。 

   

岡
田
氏
は
極
め
て
謹
厳
の
人
な
り
し
か
、
又
一
面
温
情
豊
富
の
持
主
な
り
き
。
毎
朝
発

起
自
ら
塾
舎
を
一
巡
せ
ら
れ
、
次
に
例
の
岡
田
服
を
着
し
、
毎
日
徒
歩
に
て
掛
川
町
な
る

佐
野
城
東
郡
役
所
又
は
農
学
舎
に
出
勤
せ
ら
る
。 

 

塾
生
は
毎
朝
四
時
に
起
床
す
る
や
、
各
受
持
の
室
内
、
庭
園
、
便
所
等
の
掃
除
を
為
し

た
り
き
。
其
の
中
何
人
も
辟
易
せ
し
は
便
所
の
清
掃
な
り
。
当
時
は
教
育
流
行
の
今
日
と

異
り
、
他
所
に
出
て
ゝ
勉
強
す
る
者
は
身
分
あ
る
者
又
は
富
豪
の
子
弟
の
み
に
て
自
宅
に

て
は
箒
な
と
手
に
せ
し
事
な
き
連
中
の
み
な
れ
は
、
最
初
は
何
人
も
頗
る
面
喰
ひ
し
有
様

な
り
。 
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日
曜
日
に
は
先
生
始
め
塾
生
一
同
労
働
服
を
着
し
、
各
々
鍬
を
手
に
し
て
桑
園
茶
園
の
耕

作
又
は
里
道
の
修
復
等
を
午
前
中
の
日
課
と
し
て
実
行
せ
し
か
、
之
は
こ
れ
身
体
鍛
錬
の
上

よ
り
し
て
今
日
の
体
操
課
よ
り
遥
に
勝
り
し
も
の
也
し
を
思
は
し
む
。
朝
食
を
喫
し
各
級

順
々
に
受
持
教
師
の
前
に
出
て
ゝ
漢
学
英
語
の
教
授
を
受
く
。
漢
学
は
初
級
は
日
本
外
史
・

国
史
略
・
国
史
纂
論
・
十
八
史
略
、
上
級
は
八
家
文
・
史
記
評
林
・
綱
鑑
・
易
知
録
・
資
治

通
鑑
等
を
読
む
。
是
等
の
書
籍
は
稀
に
唐
本
も
あ
り
し
か
殆
ん
と
全
部
和
本
な
り
き
。
又
詩

文
を
作
り
毎
月
一
回
錐
股
襍
集
と
称
す
る
雑
誌
を
発
行
し
て
之
を
掲
載
せ
り
。
英
書
は
ス
ペ

ル
リ
ン
グ
・
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
リ
ー
ダ
ー
・
ハ
レ
ー
万
国
史
・
カ
ツ
ケ
ン
ボ
ス
の
米
国
史
・
グ
ー

ド
リ
ツ
チ
の
英
国
史
抔
を
教
へ
し
も
、
洋
書
は
当
時
日
本
に
て
は
出
版
し
得
ず
、
全
部
外
国

よ
り
取
り
寄
せ
た
る
舶
来
書
籍
な
り
き
。
又
土
曜
日
の
晩
は
塾
生
全
部
を
集
合
し
、
定
め
置

け
る
順
番
に
依
り
五
六
人
宛
演
説
の
稽
古
を
な
さ
し
め
、
先
生
自
ら
批
判
を
な
す
。 

 
 

食
事
は
岡
田
令
夫
人
が
四
五
人
の
下
婢
を
指
揮
し
て
三
食
共
に
供
給
せ
ら
れ
、
彼
の
山

中
不
便
の
所
な
か
ら
毎
日
五
十
人
以
上
の
膳
部
を
用
意
せ
ら
れ
し
は
並
大
抵
の
事
に
は
あ

ら
さ
り
し
な
り
。
或
時
は
飯
が
硬
い
或
は
味
噌
汁
か
不
味
等
に
て
苦
情
を
並
へ
て
先
生
に

訴
へ
出
で
令
夫
人
を
し
て
泣
か
し
め
し
事
も
あ
り
。
如
何
に
腕
白
時
代
と
は
云
へ
、
六
十

余
歳
の
今
日
よ
り
当
時
を
追
想
す
る
時
は
誠
に
謝
す
る
に
辞
な
き
汗
顔
の
至
り
な
り
き
。 

 
 

岡
田
先
生
は
公
務
多
端
な
り
し
を
以
て
、
夫
人
か
賄
ひ
の
事
を
始
め
塾
生
に
関
す
る
金

銭
出
納
の
事
に
至
る
迠
全
部
を
受
持
た
る
。
書
生
に
金
銭
を
持
た
し
め
置
く
は
不
為
な
り

と
て
、
学
費
は
各
々
親
元
よ
り
送
金
せ
る
も
の
を
不
残
夫
人
か
預
か
り
、
使
途
を
糺
し
て

其
の
都
度
支
払
ひ
呉
れ
、
詳
費
録
と
名
付
た
る
台
帳
に
記
入
し
、
年
二
回
各
自
の
親
元
に

収
支
決
算
の
報
告
書
を
送
付
す
る
を
常
と
せ
り
。 

 
  

夫
人
は
浜
松
在
の
旧
家
竹
山
謙
三
氏
の
令
姉
に
て
実
に
貞
淑
賢
明
の
人
な
り
け
れ
は
、

多
数
塾
生
の
世
話
、
子
女
の
養
育
等
随
分
多
忙
の
中
に
、
寸
暇
を
見
れ
は
機
織
を
な
し
、

又
塾
生
に
病
人
等
出
て
し
時
は
我
か
児
同
様
薬
餌
の
面
倒
を
も
厭
は
さ
り
し
は
今
尚
記
憶

に
存
す
る
所
な
り
。 

 
 

元
来
営
利
を
目
的
と
す
る
学
校
に
あ
ら
ず
、
授
業
料
賄
料
等
は
極
め
て
低
廉
な
り
し
か

ば
寧
ろ
欠
損
は
当
然
な
り
。
当
時
の
噂
に
依
れ
は
毎
年
五
六
百
円
宛
の
不
足
は
先
生
私
財

の
内
よ
り
補
助
せ
る
も
の
ゝ
如
く
、
今
日
よ
り
見
て
五
十
年
前
の
五
六
百
円
は
真
に
巨
額

と
云
は
さ
る
へ
か
ら
ず
。 

 
 

冀
北
学
舎
は
明
治
十
七
年
七
月
に
至
り
て
遂
に
閉
校
の
止
む
な
き
に
至
れ
り
。
其
の
原

因
は
当
時
の
徴
兵
令
に
は
官
公
立
学
校
の
在
籍
者
に
限
り
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
設
け
ら
れ
、

私
塾
に
在
る
者
は
何
等
の
特
典
な
き
を
以
て
、
塾
生
落
付
て
勉
学
す
る
能
は
す
。
其
の
結
果

将
来
入
塾
者
の
激
減
を
予
想
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
不
本
意
な
か
ら
閉
塾
を
敢
て
し
た
る

も
、
是
決
し
て
岡
田
翁
の
意
志
に
は
あ
ら
さ
り
し
な
り
。 

 
 

塾
生
の
総
数
は
前
後
通
算
百
五
十
二
名
に
し
て
東
は
東
京
・
茨
城
、
西
は
鹿
児
島
の
人
物

な
り
。
其
の
大
部
分
は
既
に
物
故
し
た
る
も
、
社
会
に
頭
角
を
現
は
し
た
る
者
を
挙
く
れ
は
左
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の
如
し
。 

元
文
部
大
臣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
岡
田 

良
平 

元
宮
内
大
臣
法
学
博
士
男
爵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
木
喜
徳
郎 

元
第
一
銀
行
監
査
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
竹
山 

純
平 

東
京
帝
大
名
誉
教
授
法
学
博
士 

 
 
 
 
 
 
 

 

山
﨑
覚
次
郎 

元
文
部
省
普
通
学
務
局
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
松
村 

茂
助 

海
軍 

佐 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
田 

平
助 

海
軍
少
尉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
鈴
木
虎
十
郎 

前
郵
船
会
社
副
社
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
富 

雄
吉 

元
衆
議
院
議
員
海
軍
参
与
官 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
本 

君
平 

弁
護
士
法
学
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
榛
葉
彦
三
郎 

弁
護
士 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
村
四
郎
作 

大
日
本
報
徳
社
理
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
山
田
猪
太
郎 

歴
史
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
後
藤 

粛
堂 

前
井
伊
谷
宮
々
司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
山
崎 

常
磐 

前
南
満
鉄
道
土
木
課
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎 

 

礼
三 

元
静
岡
県
会
議
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
川
米
太
郎 

元
静
岡
農
工
銀
行
頭
取 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

故
高
林
維
兵
衛 

 

尚
ほ
此
の
外
県
会
議
員
・
町
村
長
・
郵
便
局
長
等
の
任
に
就
き
し
者
四
十
有
余
名
を
算
す

と
云
ふ
。
左
に
学
界
の
佳
話
を
録
す
。 

 
 

塾
生
一
木
喜
徳
郎
男
は
在
塾
幾
何
も
な
く
明
治
十
四
年
冀
北
学
舎
を
辞
し
て
上
京
、
帝

国
大
学
に
入
る
に
及
ひ
覚
次
郎
博
士
は
左
の
一
絶
を
賦
し
て
餞
す
。 

 
 
 
 

三
歳
同
窓
ノ

友 

一
朝
雲
外
ノ

人 

与
レ

君
分
レ

袂
後 

誰
共
楽
二

今
春
一 

 

其
後
四
十
六
年
を
経
て
昭
和
三
年
晩
春
、
小
石
川
区
原
町
の
岡
田
文
相
邸
に
同
窓
相
会
せ

し
時
、
一
木
男
之
を
記
憶
し
居
り
て
会
友
に
語
り
、
更
に
十
年
を
経
て
昭
和
十
二
年
男
爵

の
次
韻
を
山
﨑
博
士
に
送
れ
り
。 

 
 
 
 

次
二

山
﨑
博
士
童
年
ノ

詩
韻
一

賀
二

其
七
秩
一 

七
十
髪
如
レ

添 

或
疑
仙
境
人 

董
惟
心
独
楽 

顔
巷
物
皆
春 

        



16 

 

二 

山
崎
源
助
家 

 
 

掛
川
宿
十
王
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
百
十
二
番
地 

 

（
※
百
四
郎
の
子
ど
も
は
省
略
） 

       

妻

明

治

六

年

三

月

十

一

日

生

後

妻

み

ね

四

代百

能

不

能

居

士

大

正

九

年

八

月

三

十

日

歿

明

治

三

年

十

一

月

十

日

相

続

万

延

元

年

正

月

元

日

養

子

入

籍

安

政

五

年

正

月

元

日

生

本

家

六

代

万

右

衛

門

四

男

堅

室

貞

固

大

姉

寛

政

十

二

年

四

月

九

日

歿

天

覧

祐

然

大

姉

二

代

源

助藤

枝

町

小

島

氏

本

家

四

代

妻

ノ

甥

本

家

ニ

勤

メ

後

当

家

養

子

ト

ナ

ル

山

﨑

某

女

初

代

（

三

代

万

右

衛

門

女

）

明

治

四

年

正

月

廿

五

日

歿

文

政

九

年

五

月

十

一

日

歿

花

室

妙

光

大

姉

後

室天

保

九

年

四

月

廿

八

日

歿

三

代

源

助二

代

源

助

長

男

文

政

　

年

生

嘉

永

元

年

六

月

十

五

日

歿

玉

堂

恵

白

居

士

明

治

二

十

八

年

四

月

十

二

日

歿

玉

珠

妙

白

大

姉

後

夫

萬

助

妻

の

ゑ

上

山

梨

村

村

松

孫

兵

衛

四

女

天

保

元

年

三

月

三

日

生

天

保

十

四

年

十

一

月

十

五

日

入

籍

百

四

郎

慶

応

二

年

十

一

月

廿

二

日

生

明

治

十

六

年

五

月

五

日

入

籍

明

治

三

十

一

年

一

月

廿

八

日

離

婚

明

治

三

十

二

年

十

二

月

三

日

歿

楽

山

雲

友

居

士

金

谷

町

本

陣

佐

塚

佐

次

右

衛

門

二

男

文

政

八

年

九

月

廿

八

日

生

嘉

永

六

年

六

月

入

籍

圓

峯

良

照

大

姉

掛

川

町

南

西

郷

八

木

権

之

丞

三

女

実

京

都

府

丹

波

人

明

治

四

十

五

年

三

月

廿

九

日

歿

妻

く

に

下

小

杉

村

法

月

三

郎

兵

衛

二

女
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三 

山
崎
才
右
衛
門
家 

 

分
家
山
﨑
才
右
衛
門
君
は
、
当
家
四
世
万
右
衛
門
君
の
四
男
と
し
て
文
化
十
四
年
九
月
一

日
西
町
の
邸
に
生
れ
、
幼
名
を
才
助
と
呼
ぶ
。
天
保
五
年
四
月
十
五
日
拾
八
歳
の
時
、
南
西
郷

村
久
保
区
所
有
地
の
一
部
幷
結
縁
村
地
内
山
林
等
を
与
へ
て
、
南
西
郷
村
久
保
山
田
側
（
現
今

千
三
百
三
十
七
番
地
）
に
分
家
せ
し
め
、
醤
油
醸
造
を
以
て
業
と
な
す
。
居
る
こ
と
二
十
有
余

年
、
当
家
か
十
王
北
裏
に
新
築
移
転
せ
し
を
以
て
、
嘉
永
四
年
西
町
な
る
本
家
の
旧
址
へ
移
転

し
来
れ
る
な
り
。
然
る
に
安
政
元
年
十
一
月
四
日
古
今
未
曽
有
の
大
震
災
の
為
め
、
家
屋
倒
漬

せ
し
を
以
て
、
止
む
な
く
山
田
側
の
旧
宅
及
穀
倉
等
を
西
町
に
移
築
し
一
時
の
仮
宅
と
せ
り
。

此
の
時
妻
女
さ
た
子
か
倒
潰
せ
る
家
屋
の
下
敷
と
な
り
し
為
め
、
一
家
中
大
に
狼
狽
し
、
必
至

に
捜
索
せ
し
に
、
余
震
止
み
し
後
同
女
は
醤
油
釜
の
中
に
在
り
て
無
事
な
る
を
得
た
り
。
衆
皆

同
女
の
沈
着
に
一
驚
す
る
と
共
に
大
に
悦
ひ
た
り
と
云
ふ
。
現
在
の
穀
倉
は
即
ち
安
政
度
移

築
の
其
の
侭
な
り
。 

 

鷹
云 

才
助
君
分
家
の
年
月
日
を
戸
籍
面
に
は
、
天
保
五
年
四
月
十
五
日
と
あ
る
も
、
実
は
文
政
十
二

年
正
月
既
に
分
家
の
意
を
決
し
、
本
家
分
家
の
生
活
経
済
に
関
し
明
確
に
権
利
義
務
の
区
分
を
明
ら
か

に
し
、
爾
後
経
済
的
紛
争
を
惹
起
せ
さ
る
様
掟
書
を
作
製
せ
り
。
其
の
文
面
左
の
如
し
。 

  
 
 
 

覚 

当
丑
正
月
よ
り
山
田
側
諸
入
用
引
分
候
ニ
付
左
之
通 

一
飯
料
麦
米
其
外
店
卸
帳
に
附
る
物
遣
候
尤
代
金
勘
定
い
た
し
請
取
可
申
候 

 

一
味
噌
醤
油
塩
油
蝋
燭
紙
其
外
小
物
に
至
る
迠
遣
し
候
物
不
寄
何
相
記
置
代
金
勘
定
い
た

し
請
取
可
申
事 

 
 

一
男
女
給
金
雇
人
賃
糞
代
之
儀
は
不
残
勘
定
い
た
し
受
取
可
申
事 

 

一
当
丑
之
作
方
米
麦
大
小
豆
綿
大
根
茄
子
其
外
小
も
の
に
至
る
迠
不
限
何
請
候
物
相
記
代

料
勘
定
い
た
し
相
渡
可
申
事
尤
菜
大
根
茄
子
之
儀
は
凡
積
り
の
勘
定
い
た
し
可
申
事 

 

一
才
助
身
分
に
付
入
用
之
儀
は
左
之
通 

 

一
平
生
着
類
之
儀
は
娵
取
居
馴
候
迠
は
是
迠
之
通
此
方
に
て
不
自
由
無
之
様
世
話
い
た
し

遣
可
申
候
尤
新
規
仕
立
候
貯
着
類
之
儀
は
此
方
よ
り
代
料
差
出
申
候
に
は
及
ひ
不
申
候 

 

一
小
遣
ひ
之
儀
町
内
若
者
入
用
等
相
掛
候
分
ハ
差
出
し
可
申
候
た
と
へ
少
分
た
り
と
も
自

身
の
附
合
等
ニ
而
相
掛
り
候
分
の
差
出
し
候
ニ
及
ひ
不
申
候 

 

一
諸
普
請
諸
道
具
之
儀
は
別
段 

心
得
も
有
之
候
間
代
金
差
出
し
候
ニ
及
ひ
不
申
候 

 

一
御
客
来
之
事
は
其
日
入
用
之
分
此
方
よ
り
差
出
し
可
申
事 

 

右
之
條
々
相
談
之
上
取
極
候
間
堅
相
守
可
申
候
以
上 

文
政
十
二
丑
年
正
月 

 
 
 
 

晨
園 

旭 

 

右
の
分
度
に
依
り
経
済
の
分
界
を
明
ら
か
に
し
て
準
備
を
整
へ
、
天
保
五
年
才
助
君
十
八
歳
に
至
り
て
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全
く
分
家
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。
而
し
て
山
田
側
の
宅
地
た
る
、
元
と
は
南
西
郷
榑
林
八
兵
衛
家
の
所
有
な

り
し
か
、
八
兵
衛
氏
故
あ
り
て
、
文
化
十
三
年
七
月
当
家
へ
譲
り
受
け
し
も
の
に
し
て
、
其
の
代
金
は
時
価

に
比
し
て
頗
る
高
価
な
る
五
拾
七
両
弐
分
を
支
払
ひ
た
る
こ
と
当
時
の
記
録
に
明
ら
か
な
り
。 

  
 
 
 

二 

山
崎
才
右
衛
門
家 

掛
川
宿
西
町 

 

番
地 

 

（
※
粛
五
郎
の
子
ど
も
は
省
略
） 

（
続
） 

 


